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日本語友の会、日本語ボランティア講師 田所和子  

コロナ禍の為に、ここ２、３年、私たち講師の「ブラッシュアップ」等学ぶ機会がなか

ったが、澤野先生からご案内を頂き、９月７日に早速受講してみました。受講者は思った

より少なく２０名ぐらい。 

場所：藤沢市役所本庁舎５階会議室 講師：自治体国際化協会アドバイザー 坂内康子氏 

かつての在留外国人は、ビジネスマン、研究者、技術者等仕事上の必要で日本語を学んだが、現在では日本

に根を下ろし、生活を営んでいる人々が多い。日々の不便を解決したい、またより良い環境を求めて等で言

語習得に励んでいる人々。学齢期の小学生や幼児のいる家族もある。私たちは、「日本語検定試験」を目的と

した勉強のみならず、地域のボランティアならではの伝えるべき情報や交流も大切な役目 であるということ

も念頭に置かなければならない。 

そういう中、新しい学習のためのツールとしてインターネットによる学習を参考にということで、いくつ

かの紹介があった。ただ Wi-Fi 環境や PC、タブレットの必要があり、現時点では講師それぞれの学習手立て

の一つという状態である。私も今まで日本の交流団体が、こういう学習の情報を発しているということを知

らなかったので、新しい発見の場となった。以下、いくつか web-site を紹介いたします。 

ぜひ、web-site をのぞいてみてください。 

● 「日本語 e な」国際交流基金・・・初心者用。（PC 操作が面倒？） 

●「NEWS」文化庁日本語ニュース・・・日本語、教育に関する教材、カリキュラム、報告書、論文等横断的

に検索できる情報指南サイト 

●「みんなの日本語」国際交流基金・・・動画 すぐ使え

るオンラインの教材サイトで You Tube から入っていく。 

●「いろどり」国際交流基金・・・「いろどり」は、入門

→初級１→初級２（『みんなの日本語』参考）で、各国語

版で英語、中国語、モンゴル語、インドネシア語、等１４

か国語でどれも「日本語＋外国語」で編集されている。文

法、文化知識、文字学習、語彙リストの分冊があり、PC だ

けでなく、スマホでも OK。大変カラフルで興味を引く。

小学生低学年から。 

●文化庁「TSUNAHIRO」（つながる、ひろがる日本での暮らし）日本語－英語 tsunagarujp.bunka.go.jp 

もう一つこの講座で私の自覚を促してくれたのは、「学習者のわかる習得の道を」ということである。 

N2 や N1 を目指している生徒とは別に、「今勉強していることで、どういう力がつくのか、何の役に立つの

か」、そして「日本語学習の道のどのあたりにいるのか」を明確にすると、学習意欲の支えになるということ

である。海外では、EU が統一された時、言語を測る JS スタンダードの「CEFR（セファール）」という基準

を作り、A1～C2 の全体的な尺度が出来たという。 

では日本で学習者に理解してもらう説明はどうしたらいいか。大人も含めて小学校等の低学年に、日本語を

学ぶという事の“全体像”をどう伝えればよいのか？講習では→一例として、「日本語の山」を描いてみまし

ょう。頂上をどこに設定しましょうか？」「今は山の何合目」とか、「どの辺まで登りたい？」などと学習者と

話す時間を設けるという事である。日本語検３級以上の生徒はともかく、日本語学習の浅い人はレベルが不

明なので、少し学習が進んできた人には自分の学習位置を知るために、教室で日本語検定試験の過去問題に

挑戦してもらうというのも良いことと思う。上記「いろどり」（交流基金「いろどり」で検索）には、「Can-

do の６レベル」（A1～C2 レベル）というイラストがあり、学習者が A1～C2 のレベルの丘を駆け上がってい

るイラストがあるので、参考になると思う。 

 丘は或いは山はどんな形でも構わないので、私も半年に一度位、生徒と目標を改めて話し合う時間を設け

ようと思った。 

 

 

 

    日本語友の会、日本語学習生 グエン タン ティエン（ベトナム）  
日本では、「富士山に一度も登らぬバカ、二度も登るバカ」という言葉があるのではな

いでしょうか。そういう言葉を聞いたら、なぜそうなのかと私自身に自問しました。そ

の質問に答えるために、今年夏休みに富士山に登ってみることに決めました。 

 

日本に来た日に、初めて富士山を見ました。その時は、羽田空港から家までの坂道で車

の中から遠くの富士山を見ることができて、直ぐに富士山の美しさに魅せられました。 

 

今回の登山は二人の友達と一緒に行きました。富士山の風景を楽しむことだけではな

くて自分の限界に挑戦したかったからです。私たちは今まで登山の経験が全然無く、登る前に体力を鍛える

ことも無かったです。更に登山用品(登山用服装や靴等)の装備まできちんと準備しなかったです。どこかに観

光に行くような装備でした。当日の午後に湘南台駅から新宿駅へ行ってバスタ新宿から出発し、2 時間程を経

って最寄り河口湖駅に着きました。残念なことに着いた時間は 5 時を過ぎたので、富士山五合目への終バス

が一台も無くて困りました。登山計画通りに夜通し登る予定でしたが、スケジュールが乱れたから、駅の近

くのホテルに泊るしかなかったです。翌日の早朝からバスで富士山五合目まで行きました。ここで売店に入

って登山用杖を買おうとした時に、山を下りたばかりのベトナム人のグループに出会って皆さんから杖をも

らったので買わずに済みました。親近感を感じました。 

 

朝の 9 時頃、富士山の五合目から吉田ルートで登り始めました。前日の夜から登山者の人数が多いようで、

朝に山を下りてくる人々が列になって麓に向っていくのを見ました。もしかしたら日帰りで私たちのように

登山する人が少ないかもしれないと思いました。昼間に登ると、汗がよく出てくるから、体力が早く低下す

るのを感じました。ですから、５分毎に足を止めて、水分を取り、休憩を取ってから前に進んでいきます。そ

れが登山中のリズムになってきました。５時間経って、ゆっくり富士山の風景を眺めながら歩いてきて、や

っと八合目に到着できました。八合目の標高がかなり高い(3250m)ので、高いところが苦手な私はここから山

の下を見ると恐怖を感じました。ここで休憩を取りながら温かいカップうどんを買って味わうことができて

最高でした。ここから砂地や砕けた石がゴロゴロする道になったので登りにくく体力が消耗してしました。

午後の５時になり、太陽が沈み、あっという間に暗くなりましたが、やっと

山頂まで登ることができて満足でした。山頂の気温はとても低かった(5 度

位)です。今は夏なのに冬のような寒さを感じました。空が曇に覆われている

ので空中に浮かんでいるかのようでした。山頂の周りの景色を見ながら、沢

山写真を撮りました。その後、暗くならないうちに早めに山を下り始めまし

た。下り道はジグザグ坂道で滑りやすいので転ぶこともありました。山を下

りている間、休憩ポイントや売店は一箇所も無くて、持っていった水も段々
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              畠と畑と田と水田 
田んぼには頭を垂れた稲穂が黄金色に輝いている季節。教室でも水田の米や畑の野菜等が話題にな

る。学習生からこんな質問が。「白い田、火の田、ただの田 色々な田がありますね！？」 

いやあ、おなじみの漢字なのですが・・・自信をもって解答が出せません。早速タブレットで調べ

ることに・・・。「田」は漢字、「畠」も「畑」も国字（和声漢字）と出てきました。そして、次の

ような説明が書かれていました。 

  「畠」は「白＋田」で、乾いた田」で「はたけ」と読んでいた。  

「畑」は「火＋田」で草や木を焼き払った田＝焼畑で「はた」と読んでいた。 

というのです。もとは「はたけ」の意の漢字として畠が用いられていたが、後に両方が区別されな 

くなり、今では逆に「畑」の方が主に使われています。 畑を水平に耕して、水を溜めれば田んぼ 

（水田）になるんですね。そういえば昔、畠山みどり という歌手がいたのを思い出しました。 

中畑、高畑、田畑、小畑・・・「畑」は「はた」「ばた」と読んでいます。 調べてガッテン！ 

無くなり、ホントに危険な状況に陥りました。下りの時間は登る時間の半分だけですから、夜の１０時頃に

五合目に着きました。一日疲れたから休憩所で座った途端に寝てしまいました。次の日の朝はバスで五合目

から離れて無事に家に戻ってきました。 

 

富士山登山に挑戦してはじめて、富士山の絶景を満喫することができることや富士山の険しさに気が付いた

ので、前述の自問に答えることができました。やはり夏に入り、富士山登山は風物詩の一つですので、皆さ

ん、人生の中で一度は富士山に挑戦してみてはいかがでしょうか。 

 

        
 

 

地球市民友の会（ＴＥＲＲＡとも）の活動とはどのようなものでし

ょうか。ボランティアとはどのようなものでしょうか？また、若い世

代はそのような活動をどのように受け止め、考えているのでしょう

か？ この度、鶴見大学で「ボランティア論」を講義されておりまし

た稲川由佳さんから、ＴＥＲＲＡともの活動を振り返るうえでも大変

参考になる寄稿文をいただきました。稲川さんは、ＴＥＲＲＡともや

子ども食堂ＭＯＰ等の活動等をも取り上げながら、ボランティア論を学生に講義されていらっしゃいました。会報

７月号で寄稿文の前半を紹介させていただきましたが１０月号ではその後半を掲載します。 

（右上の写真は日本語教室の課外授業で大山へ登った時の写真です。左から一人目の女性が稲川さんです） 

          稲川由佳 

＜講義を受講した学生からの感想です＞ 

・持続的な活動の為に NPO という形で活動するのを決めたこと、これは信頼を確立させるためでもあるとお話

をお聞きしてとても納得いたしました。特に小さな子供を持つ親御さんにとっては、いってしまえば他人の家に

お泊りをさせるのを躊躇う家庭もあると思います。外国人がいるというある種のマイナスイメージを払拭する

ためにも、このような正式な形を取ることは非常に理にかなっていると思いました」 

・「NPO 法人地球市民友の会の活動について外国国籍の方の不安に寄り添ったり、共に交流などをしていて非

常にすごい活動だなと感じた。みんな同じ「地球市民」であると聞いたとき、本当にその通りだなと思った。未

だ外国人の人種差別などが消えないことが非常に悲しいことだなと改めて感じた。自分の地域にも外国国籍の

方が多くいるのでこのような交流の場所があれば良いと感じた。自分には何ができるのか改めて考えたいと思

った」 

・「NPO 法人地球市民友の会ついてのお話の中で、「TERRA とも」の「TERRA」は、ラテン語での「地球」と

日本語の「寺」をかけ、そして「とも」はともだちを意味し、外国に繋がる人も、日本人も同じ「地球市民」で

あり「みんなが友達」という想いが込められている点が印象的だった。同じ地球に住む者同士、多くの交流を通

して、互いのことを知り、助け合えるような関係性でありたいと、私自身も改めて考えさせられた。また、

「TERRA ともお泊まり会」の様子を見て、子ども達の生き生きとした笑顔が非常に印象的で、みんな友達とい

う言葉がぴったりな雰囲気が感じられた。小さい頃から、多くの人と交流できる機会があることは、子ども同士

の相互理解だけでなく、1 人 1 人の成長に繋がるのではないかと思った。他にも、コロナ禍では通常のような

活動はできず、中止にせざるを得ない場面も多くあり、心苦しい中、感染予防対策をしながら、日本語教室やス

ペイン語教室などを開催していることを知り、難しい状況の中でもできることを続けておられるのだと考えた」 

・「TERRA ともに関する外国人についての活動は、大変興味深かったです。これからのグローバル社会におい

て、もっと外国人観光客や、日本に住まれる外国人が増加するにあたっての一番の問題は、異文化問題だと考え

ています。カルチャーショックという言葉もあるように、今まで生活してきたのが他国文化だと全く違う生活様 

 

式だったりして、困っている外国人も多いと思います。そこで交流の場を作ることによって日本の良さ、人の温

かさを感じることがきでると思います。また、TERRA ともでは年に一回他国の文化を取り入れた（楽器など）

披露するイベントもあります。そうすることで故郷に対する愛国心を忘れずに過ごせるとともに、私たちも勉強

することができるので興味深かったです。 

・最後の外国人が直面する問題に、困りごとや日本語の勉強、生活について教えてほしいという声がありました。

これは良い事ですし、積極的に私たちが教えなければならないと思いました。ですが、私たちも異文化理解につ

いて学ばなければならないと感じました。私はアメリカ文化概論やイギリス史、文学を受講していますが、大変

勉強になります。もっとこのような授業が増えてほしいと思いました」 

 

このように初めて TERRA ともの活動について知った学生の感想からも、その活動が如何に重要であるかを

改めて認識させられます。 

コロナ禍は未だ続いております。思うようにできないことも多々あるかと思いますが、TERRA ともは地域にと 

って、外国籍市民にとって大切な存在です。これからも長く活動を続けて頂きたいと思います。  （以上） 

 

＜稲川由佳（いながわゆか）さんのプロフィール＞ 

国立大学法人政策研究大学院大学 修士課程修了（修士：文化政策） 

神奈川県社会教育委員連絡協議会 理事   藤沢市社会教育委員 

神奈川県立藤沢西高等学校 学校運営協議会 委員長  鶴見大学 前非常勤講師（「ボランティア論」担当） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ２０2２年度の主な活動予定 

   

☆国際子ども交流会     ８月２０日（土）       場 所：東勝寺 ⇒中止 

 ☆ＴＥＲＲＡとも交流会  ９月１７日（土）午後５時～  場 所：未定  ⇒中止 

☆ふじさわ国際交流フェスティバル １０月３０日（日）場 所：サンパール・サンパレット広場 

 ☆日本語友の会 野外教室 １１月１９日（土）      場 所：江の島方面 

☆MINTOMO 交流会         １２月  ３日（土）         場 所：湘南台公民館 

 ☆年末国際交流会        １２月２９日（木）午後６時３０分  場 所：東勝寺 ⇒中止 

 ☆日本語スピーチ大会     ２０２３年３月１１日（土）    場  所：湘南台市民シアター 

 


